
特別支援教育課

特別支援学校就労支援担当

6891

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B52
自立と社会参加を目指す特別支援学校就労支援総合推進事業 教育費 就労支援推進事業費

なし 針路 05 未来を創る子供たちの育成 4,8

分野施策 0501 確かな学力と自立する力の育成 4-4,4-5,8-5,8-6

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 10,753 1,900 8,853 895

前年額 9,858 9,858

令和 4年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

特別支
援学校
費

特別支援教育
振興費

事 業
期 間

平成26年度～ 根 拠
法 令

SDGsｺﾞｰﾙ

SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　企業への就労を希望する全ての特別支援学校高等部生
徒の進路を実現させるため、多角的な就労支援の充実を
図る。
（１）企業のニーズを踏まえた職業教育の推進  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,512千円
（２）企業に向けての理解啓発              116千円
（３）障害者雇用の仕組の構築            4,305千円
（４）就労可能な企業の情報の収集　　　  1,920千円
（５）ＩＣＴを活用した障害のある児童生徒等に対する
　　　指導の充実　　　　　　　　　　　　1,900千円

（１）事業内容
　　ア  企業のニーズを踏まえた職業教育の推進 　　　　　　　　　　　　　2,512千円
　　 　 3D意識向上民間研修、就労支援アドバイザーによる指導助言など
　　イ　企業に向けての理解啓発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 116千円
　　　　企業向け学校公開を実施
　　ウ　障害者雇用の仕組の構築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4,305千円
　　　　教育委員会内において特別支援学校高等部卒業生24名を雇用し、「チームぴかぴか」を編成する。
　　　　メンバーは仕事に取り組む中で基本的なスキル等を身に付け一般就労を目指す。また、事業成果を学校等
　　　　に伝えて、高等部卒業時の一般就労率の向上を図る。さらに、企業にも事業成果等を伝え、特別支援学校
　　　　生徒の就職先の拡大を目指す。　　
　　エ　就労可能な企業の情報の収集                                     1,920千円
　　　　ハローワーク等との共同職場開拓、企業情報の収集
    オ　ＩＣＴを活用した障害のある児童生徒等に対する指導の充実　　　　 1,900千円
　　　　新たな職域や働き方で求められる資質・能力を調査・分析し、各障害の特性に応じて必要な能力を育成できる
　　　　新たな指導計画や指導方法の開発・研究を行う

　　　
（２）事業計画
　　ア　3D意識向上民間研修での体験や就労支援アドバイザーの指導助言を指導に活かし、生徒・保護者の就労意欲を
　　　高めるとともに、企業に向けての理解啓発により、就労支援の推進や共生社会の実現の原動力とする。
　　イ　「チームぴかぴか」メンバーの就労を支援するとともに、支援のノウハウを学校現場にフィードバックする。
　　ウ　労働関係機関と連携し就労可能な企業の開拓をするとともに雇用関係情報を得る。
　　エ　研究協力校を指定し、実践モデルの実証を行い、その成果を持って指導計画、指導法を確率する。　　

（３）事業効果
    ア  企業のニーズに応じた職業教育の実施、組織的な職域開拓及び理解啓発により就労支援が図られ、職業自立を
　　　促す事ができる。

（１）～（４）(県10/10)
（５）（国10/10）

　9,500千円×4人＝38,000千円

前年との
対比

― 教育局 B52 ―
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